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「
法
学
研
究
」
第
五
十
巻
の
刊
行
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
六
　
　
（
一
八
五
〇
）

門
法
学
研
究
」
五
十
巻
の
歩
み
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豊
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本
年
、
『
法
学
研
究
」
は
第
五
十
巻
を
む
か
え
た
。
発
刊
以
来
の
年
数
は

五
十
五
年
で
あ
る
が
、
途
中
で
戦
争
に
よ
る
休
刊
期
間
が
あ
つ
た
た
め
、

五
年
お
く
れ
て
五
十
巻
に
達
し
た
わ
け
で
あ
る
。
わ
が
国
各
大
学
の
法
学

部
機
関
誌
で
五
十
巻
以
上
の
巻
数
に
わ
た
つ
て
い
る
も
の
は
、
き
わ
め
て

す
く
な
い
。
こ
こ
に
第
五
十
巻
到
達
を
記
念
し
、
そ
の
な
が
い
足
跡
を
辿

つ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
慶
慮
義
塾
に
お
い
て
、
学
術
的
な
機
関
誌
が
最
初
に
発
行
さ
れ
た
の

は
、
明
治
四
十
二
年
二
月
の
『
三
田
学
会
雑
誌
」
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
、

文
学
、
理
財
、
法
律
、
政
治
各
科
を
綜
合
し
て
組
織
さ
れ
た
『
三
田
学
会
』

を
発
行
の
母
体
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
三
年
、
そ
の
理
由
は
明
ら
か

で
な
い
が
、
窪
田
学
会
」
は
解
散
し
、
『
三
田
学
会
雑
誌
』
は
、
理
財
学

会
の
単
独
機
関
誌
と
な
つ
た
。
そ
し
て
経
済
学
に
関
す
る
論
説
を
主
と
し

て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
法
律
、
政
治
関
係
の
論
文
に
門
戸
を
閉

じ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
た
め
、
神
戸
寅
次
郎
、
板
倉
卓
造
、
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西
本
辰
之
助
ら
諸
先
生
の
論
考
は
、
し
ぽ
し
ば
同
雑
誌
に
登
載
さ
れ
て
い

る
。　

そ
の
頃
、
法
律
科
、
政
治
科
に
お
い
て
、
独
自
の
機
関
誌
を
持
と
う
と

す
る
動
ぎ
は
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
数
も
す
く
な
く
、
な

か
な
か
実
現
は
困
難
で
あ
つ
た
。

　
大
正
九
年
四
月
、
大
学
令
に
も
と
づ
く
綜
合
大
学
の
発
足
に
際
し
、
従

来
の
法
律
科
、
政
治
科
は
合
併
し
て
法
学
部
を
構
成
し
た
。
独
自
の
機
関

誌
発
行
の
気
運
は
い
よ
い
よ
熟
し
た
の
で
あ
る
。

　
翌
十
年
十
二
月
、
法
学
部
に
法
学
研
究
会
が
紹
織
さ
れ
、
雑
誌
発
行
の

準
傭
が
整
え
ら
れ
た
。
後
年
、
西
本
辰
之
助
先
生
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
法
学
部
が
機
関
誌
発
行
に
ふ
み
切
つ
た
直
接
の
動
機
は
、

同
年
三
月
、
法
律
科
を
卒
業
し
て
法
学
部
の
助
手
と
な
ら
れ
た
小
池
隆
一

先
生
と
、
そ
の
頃
法
律
科
三
年
の
塾
生
で
あ
つ
た
峯
岸
治
三
先
生
（
翌
十

一
年
、
卒
業
さ
れ
て
助
手
に
な
ら
れ
た
）
の
並
々
な
ら
ぬ
要
望
が
、
先
輩
諸
先
生

を
動
か
し
た
結
果
で
あ
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
本
誌
第
三
十
三
巻
十
二
号
・

法
律
学
科
開
設
七
十
周
年
記
念
号
．
序
）
。
　
両
先
生
こ
そ
正
に
州
法
学
研
究
』

の
生
み
の
親
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
法
学
研
究
会
の
会
則
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
条
本
会
は
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
と
称
す
。

　
第
二
条
　
本
会
は
法
学
の
研
究
を
日
的
と
す
。

　
第
三
条
　
本
会
は
年
四
回
（
二
月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
）
雑
誌
「
法
学

『
法
学
研
究
』
玄
十
巻
の
歩
み

　
　
砺
究
」
を
発
行
す
。

　
第
四
条
会
費
は
一
ロ
に
付
年
額
金
四
円
と
す
。

第
五
条
　
本
会
々
員
た
ら
ん
と
す
る
者
は
本
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
宛

　
　
申
込
す
る
べ
し
。

　
第
六
条
本
会
に
対
し
特
に
功
績
あ
る
者
を
名
誉
会
員
と
な
す
こ
と
あ

　
　
る
べ
し
。

　
第
七
条
　
本
会
に
左
の
役
員
を
置
く
。

　
　
　
一
　
雑
誌
委
員
　
　
一
　
会
計
委
員

　
第
八
条
　
本
会
役
員
は
本
塾
大
学
法
学
部
教
授
及
関
係
者
中
よ
り
之
を

　
　
選
出
す
。

　
こ
の
発
刊
に
際
し
、
義
塾
当
局
は
、
年
間
六
百
円
の
補
助
お
よ
び
警
視

庁
に
供
託
す
る
保
証
金
壱
千
円
（
有
価
証
券
）
の
貸
与
を
決
定
し
た
（
ロ
絵

参
照
）
。
そ
の
頃
、
雑
誌
の
発
行
は
、
新
聞
紙
法
に
よ
つ
て
規
制
さ
れ
、
東

京
に
お
い
て
季
刊
雑
誌
発
行
の
保
証
金
が
千
円
で
あ
つ
た
。

　
か
く
し
て
翌
十
一
年
二
月
、
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
た
。
田
中
葦
一
郎
、

神
戸
寅
次
郎
、
占
部
酉
太
郎
、
及
川
恒
忠
、
板
倉
卓
造
、
西
本
辰
之
助
の

諸
先
生
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
専
任
教
授
の
大
部
分
を
網
羅
す

る
豪
華
版
で
あ
つ
た
（
旧
絵
参
照
）
。
発
行
人
は
西
本
先
生
で
、
雑
誌
の
売

捌
所
は
巌
松
堂
で
あ
る
。
「
法
学
研
究
」
と
い
う
表
紙
の
題
字
は
、
及
川
恒

忠
先
生
が
中
国
の
古
書
か
ら
別
々
に
撰
び
だ
さ
れ
た
文
字
を
並
べ
た
も
の

で
あ
つ
た
。
宴
に
風
格
の
あ
る
文
字
で
あ
る
。
当
時
、
法
学
研
究
会
の
会

三
八
七
　
　
（
一
八
五
一
）
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『
法
学
研
究
』
匠
十
巻
の
歩
み

員
で
あ
る
法
学
部
の
塾
生
は
、
約
五
〇
〇
名
程
度
（
大
学
予
科
を
の
ぞ
く
）

で
あ
つ
た
か
ら
、
発
行
部
数
は
、
七
〇
〇
部
未
満
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ

る
。

　
こ
の
頃
、
他
の
大
学
法
学
部
に
お
い
て
、
機
関
誌
あ
る
い
は
そ
れ
に
準

ず
る
雑
誌
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
『
法
学

協
会
雑
誌
』
「
国
家
学
会
雑
誌
」
、
京
都
帝
国
大
学
の
「
法
学
論
叢
』
、
明

治
大
学
の
『
法
律
及
政
治
』
、
法
政
大
学
の
『
法
学
志
林
」
、
中
央
大
学
の

『
法
学
新
報
」
、
日
本
大
学
の
『
日
本
法
政
新
誌
』
な
ど
で
あ
つ
た
が
、

『
法
学
研
究
』
も
そ
う
し
た
雑
誌
と
相
並
ぶ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
発
行
三
年
目
の
第
三
巻
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
西
本
先
生
の
『
仮
小
屋

と
火
災
保
険
問
題
』
は
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
建
物
に
つ
い
て
の
借

家
人
の
賃
借
権
が
消
滅
す
る
か
否
か
の
問
題
で
、
牧
野
英
一
博
士
、
鳩
山

秀
夫
博
士
ら
と
の
間
に
、
論
争
を
ま
き
お
こ
す
導
火
線
と
な
つ
た
論
考
で
、

斯
界
に
お
け
る
『
法
学
研
究
』
の
存
在
は
、
こ
れ
に
よ
り
一
層
鮮
明
に
な

つ
た
の
で
あ
つ
た
。

　
さ
ら
に
昭
和
十
一
年
、
潮
田
江
次
先
生
が
書
か
れ
た
『
所
謂
『
国
家
外

の
政
治
現
象
』
に
就
い
て
』
（
第
十
五
巻
一
、
二
、
三
号
）
は
、
計
ら
ず
も
京

城
帝
国
大
学
教
授
戸
沢
鉄
彦
氏
と
の
間
に
、
は
げ
し
い
論
戦
を
ま
き
お
こ

　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

す
き
つ
か
け
と
な
つ
た
。
こ
の
応
酬
は
、
潮
田
先
生
の
『
国
家
政
治
現
象

説
』
と
、
戸
沢
教
授
の
「
国
家
外
政
治
現
象
説
』
と
の
対
立
で
、
戦
前
の

政
治
学
の
分
野
に
お
け
る
も
つ
と
も
著
名
な
論
争
の
一
つ
で
あ
る
が
、
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
八
　
　
（
一
八
五
二
）

沢
教
授
は
「
国
家
学
会
雑
誌
」
で
、
潮
田
先
生
は
『
法
学
研
究
』
で
そ
れ

ぞ
れ
自
説
を
展
閉
さ
れ
た
。
こ
の
論
争
で
、
「
法
学
研
究
』
の
斯
界
に
お
け

る
地
位
は
、
ま
す
ま
す
確
固
た
る
も
の
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
当
初
、
編
集
、
発
行
の
責
任
者
は
西
本
先
生
で
あ
つ
た
が
、
実
際
上
の

編
集
事
務
は
峯
岸
先
生
が
担
当
さ
れ
、
さ
ら
に
大
正
十
四
年
に
助
手
に
な

ら
れ
た
前
原
光
雄
先
生
が
そ
の
事
務
を
補
助
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
し

て
昭
和
七
年
四
月
、
西
本
先
生
が
法
学
部
長
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
、
編
集

事
務
の
全
て
を
峯
岸
先
生
と
島
田
久
吉
先
生
が
分
担
さ
れ
、
前
原
先
生
は

そ
の
『
下
働
き
」
を
さ
れ
て
い
た
（
前
原
先
生
「
法
学
研
究
三
十
年
の
回
顧
』

本
誌
第
二
＋
五
巻
＋
丁
十
二
合
併
号
）
。
し
か
し
、
発
行
名
義
人
は
相
変
ら

ず
西
本
先
生
で
あ
つ
た
。

　
か
く
し
て
昭
瀦
十
四
年
ま
で
の
十
八
年
間
、
原
則
と
し
て
毎
年
四
回
、

一
冊
二
〇
〇
頁
乃
至
三
〇
〇
頁
程
度
の
分
量
を
以
て
順
調
に
発
行
は
つ
づ

け
ら
れ
た
。
昭
和
四
年
頃
か
ら
学
部
の
塾
生
数
は
逐
次
増
簾
し
、
七
〇
〇

名
乃
至
九
〇
〇
名
程
度
で
あ
つ
た
か
ら
、
発
行
部
数
も
そ
れ
に
応
じ
て
増

加
し
、
一
〇
〇
〇
部
を
若
干
超
え
る
位
で
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
昭
和
十
五
年
、
わ
が
国
は
い
わ
ゆ
る
『
非
常
時
態
勢
』
と
な
つ
た
た
め
、

物
資
の
流
通
が
悪
化
、
と
く
に
用
紙
の
需
給
は
著
し
く
窮
属
に
な
り
、
不

急
不
用
と
み
と
め
ら
れ
る
雑
誌
は
、
逐
次
、
停
刊
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
と
く

に
発
行
日
の
遅
延
は
、
停
刊
命
令
の
絶
好
の
口
実
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
「
法
学
研
究
』
第
十
九
巻
第
一
号
は
、
同
年
七
月
に
発
行
さ
れ
、
つ
づ
い
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ロじ”
…
　
て
第
二
号
の
編
集
準
備
が
進
め
ら
れ
た
が
、
原
稿
の
集
り
が
若
干
遅
れ
た

…
　
た
め
、
発
行
が
延
び
延
び
に
な
つ
て
い
た
。
そ
れ
が
た
め
、
遂
に
警
視
庁
か

…
　
ら
発
行
修
止
処
分
の
通
知
を
う
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
模
様
を
、
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甲

前
原
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
つ
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
・
三
十
年
の
回
顧
）
。

　
　
不
幸
に
も
昭
和
十
匠
年
に
第
一
号
を
発
行
し
て
か
ら
、
第
二
号
が
仲

　
々
発
行
で
き
ず
に
困
つ
て
い
る
と
、
警
視
庁
か
ら
西
本
先
生
宛
に
最
近

　
発
行
し
た
法
学
研
究
を
も
つ
て
出
頭
せ
よ
と
の
通
知
が
来
た
。
こ
の
時

　
西
本
先
生
は
編
輯
は
や
つ
て
居
ら
れ
な
い
が
、
発
行
人
の
名
義
は
書
替

　
え
ず
、
そ
の
ま
ま
に
な
つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
先
生
は
代
理

　
人
と
し
て
勝
本
文
夫
君
（
西
本
先
生
金
恩
、
当
時
法
学
部
助
手
ー
手
塚
註
）

　
を
警
視
庁
に
行
か
せ
、
そ
の
時
六
ヵ
月
以
上
前
に
発
行
し
た
法
学
研
究

　
を
最
近
号
と
し
て
持
つ
て
行
つ
た
。
警
視
庁
で
は
、
そ
の
最
近
号
を
見

　
て
、
何
も
書
わ
ず
に
一
通
の
書
類
を
手
渡
し
た
。
そ
の
書
類
が
発
行
停

　
止
処
分
に
す
る
旨
を
記
し
た
も
の
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
輔
方

　
な
ら
ず
驚
き
、
こ
の
処
分
の
停
止
方
を
運
動
し
た
が
遂
に
奏
功
し
な
か

　
つ
た
。

　
か
く
し
て
『
法
学
研
究
』
は
、
発
行
以
来
十
九
年
に
し
て
停
刊
の
止
む

な
き
に
至
つ
た
。
昭
和
十
匠
年
暮
の
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
学
部
と
し
て
機
関
誌
を
も
た
な
い
こ
と
は
全
く
不
便
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
た
め
、
翌
十
六
年
四
月
、
「
法
学
研
究
」
第
一
輯
と
い
う
コ
ニ
四

頁
の
単
行
本
形
式
の
出
版
物
の
印
刷
を
完
了
し
た
。
こ
れ
に
は
、
浅
井
清

先
生
の
『
大
阪
会
議
と
元
老
院
の
設
立
』
、
河
辺
幸
吉
先
生
の
『
近
世
私

法
史
（
一
ど
、
松
本
七
郎
助
手
の
　
『
ル
イ
十
四
世
と
ウ
イ
リ
ア
ム
三
世
の

闘
争
」
お
よ
び
若
干
の
判
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ど
こ
で

闘
違
つ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
ー
お
そ
ら
く
印
刷
所
の
誤
り
で
あ
ろ
う

ー
こ
の
書
物
に
は
『
法
学
研
究
』
第
十
九
巻
第
一
号
に
つ
づ
く
通
し
頁

も
つ
け
ら
れ
て
い
た
（
口
絵
参
照
）
。
題
名
が
同
じ
『
法
学
研
究
』
で
、
し

か
も
通
し
頁
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
発
刊
停
止
に
な
っ

た
【
法
学
研
究
」
を
無
断
で
続
刊
し
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
そ
こ
で
、
こ
の
『
法
学
研
究
』
第
一
輯
は
、
表
紙
を
は
ぎ
と
り
、
何

と
も
得
体
の
知
れ
な
い
書
物
と
し
て
、
法
学
部
内
に
の
み
配
布
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
（
現
在
、
研
究
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
は
表
紙
が
あ
る
）
。
お
そ

ら
く
警
視
庁
に
は
納
本
し
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
す

る
と
、
こ
れ
は
幻
の
『
法
学
研
究
』
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
法
学
研
究
』
第
一
輯
の
刊
行
を
企
画
し
た
と
き
は
、
第
二
輯
以
下
の

続
刊
も
当
然
予
定
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
前
述
の
事
情
か
ら
、
そ
の
計
画
は

実
現
せ
ず
、
翌
十
七
年
九
月
、
こ
ん
ど
腺
『
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
論
集
』
と

題
す
る
三
二
〇
頁
の
単
行
本
形
式
の
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
『
法
学
研

究
』
の
代
用
品
で
あ
る
。
編
集
人
は
前
原
光
雄
先
生
で
、
発
行
所
は
三
田

通
り
の
金
文
堂
、
発
行
部
数
は
五
〇
〇
、
そ
の
内
容
ほ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
第
二
次
大
戦
前
夜
の
一
研
究
　
　
林
毅
陸

　
　
　
　
！
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チ
エ
ヅ
コ
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ロ
バ
キ
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『
法
学
研
究
』
覧
十
巻
の
歩
み

三
八
九
　
　
（
醐
八
五
三
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『
法
学
研
究
」
五
十
巻
の
歩
み

即じぼ
…
　
　
　
　
営
団
及
び
其
類
型
法
人
の
法
律
上
の
性
質

“

…
　
　
　
経
済
法
と
民
法

…
　
　
　
　
政
治
、
国
家
、
政
治
学

㎜
　
　
　
　
戦
争
と
輿
論

の

…
　
　
　
　
　
1
主
に
第
二
次
世
界
大
戦
下
英
国
の

醐
…
　
可
能
で
あ
つ
た
。
か
く
し
て
『
法
学
研
究
」

閃
　
つ
た
o

…
　
る
い
は
他
大
学
教
員
）
も
若
干
お
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

…
　
の
佐
原
六
郎
先
生
、
文
学
部
の
占
部
百
太
郎
先
生
、

…
　
あ
る
い
は
大
蔵
大
臣
に
な
ら
れ
た
栗
栖
剋
央
氏

西
本
辰
之
助

小
池
　
隆
一

潮
田
　
江
次

米
山
　
桂
三

　
　
　
　
　
　
　
　
輿
論
の
動
向
を
中
心
と
し
て
ー

　
翌
十
八
年
か
ら
二
十
年
ま
で
は
、
益
々
は
げ
し
く
な
つ
た
戦
争
の
影
響

で
、
学
部
と
し
て
は
い
か
な
る
形
式
の
出
版
物
を
も
発
行
す
る
こ
と
は
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
戦
前
、
戦
中
の
歴
史
は
終

　
「
法
学
研
究
』
第
一
巻
か
ら
第
十
九
巻
ま
で
の
執
筆
者
を
み
る
に
、
そ
の

大
部
分
が
専
任
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
法
学
部
以
外

の
塾
内
教
職
員
、
あ
る
い
は
法
学
部
外
来
講
師
ま
た
は
塾
外
者
（
塾
頁
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
学
部
で
は
高
等
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
い
は
西
洋
古
代

史
専
攻
で
象
形
文
字
、
懊
形
文
字
研
究
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
義
塾

図
書
舘
員
の
井
上
芳
郎
氏
、
外
来
講
師
と
し
て
は
法
政
大
学
教
授
で
の
ち

に
参
議
院
議
員
に
な
ら
れ
た
堀
真
琴
氏
（
大
正
＋
四
隼
か
ら
昭
和
六
年
ま
で
独

書
講
読
の
研
究
会
担
当
）
、
当
時
、
日
本
興
業
銀
行
員
で
の
ち
に
同
銀
行
総
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
六
年
か
ら
昭
和
十
一

三
九
〇
　
　
（
一
八
五
四
）

年
ま
で
信
託
法
担
当
）
な
ど
で
あ
る
。
と
く
に
栗
栖
氏
が
第
八
巻
四
号
か
ら

第
一
〇
巻
二
号
ま
で
断
続
的
に
連
載
さ
れ
た
「
担
保
附
社
債
信
託
法
の
研

究
』
は
、
の
ち
に
同
氏
が
中
央
大
学
に
提
出
さ
れ
た
学
位
論
文
で
あ
る
。

ま
た
東
京
地
方
裁
判
所
の
判
事
で
あ
つ
た
坂
本
英
雄
氏
、
中
央
大
学
教
授

堀
江
専
一
郎
氏
の
寄
稿
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
誰
方
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

部
内
の
先
生
の
推
挙
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
塾
員
と
し
て
は
、
相
原
文

雅
氏
（
大
正
六
年
法
律
科
卒
、
四
国
松
山
市
で
司
法
書
士
）
、
本
荘
鉄
次
郎
氏

（
大
正
十
年
理
財
科
卒
、
関
西
大
学
教
授
）
、
萩
野
万
之
助
氏
（
明
治
三
十
六
年

法
律
科
卒
、
肩
本
新
聞
社
員
）
．
清
水
伸
氏
（
昭
和
七
年
法
学
部
卒
、
後
に
明
治
大

学
教
授
、
法
学
博
士
）
の
寄
稿
が
あ
り
、
と
く
に
相
原
氏
が
寄
せ
ら
れ
た
論

考
は
、
合
せ
て
十
編
に
及
ん
で
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
斉
藤
寿
郎
氏
（
昭
和
七
年
法
学
部
卒
、
の
ち
に
静
岡
地
力
裁
判

所
長
、
現
在
弁
護
士
）
の
「
英
法
に
於
け
る
公
信
託
（
勺
暮
膏
↓
躍
9
）
に

付
て
』
（
第
十
二
巻
四
号
、
第
士
一
一
巻
一
号
、
二
号
）
は
、
戦
前
の
　
『
法
学
研

究
』
に
掲
載
さ
れ
た
唯
一
の
学
部
卒
業
論
文
で
あ
り
、
ま
た
戸
鞠
雅
彦
氏

（
昭
和
九
年
法
学
部
卒
、
の
ち
の
大
学
予
科
教
授
）
の
　
「
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ス

の
社
会
契
約
説
（
一
）
」
（
第
十
四
巻
四
号
）
（
未
完
）
と
『
擁
波
士
『
主
権
論
』

に
就
い
て
』
（
第
＋
五
巻
二
号
）
と
、
閾
丙
台
氏
の
『
米
国
に
於
け
る
政
治

学
の
独
立
に
関
す
る
一
資
料
』
（
第
十
七
巻
二
号
）
は
、
共
に
大
学
院
学
生

の
著
述
で
あ
る
（
闘
氏
は
現
在
ソ
ウ
ル
国
立
大
学
の
教
授
で
あ
る
）
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
、
戦
争
は
終
つ
た
。
そ
し
て
十
月
か
ら
学
部
の
授
業
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は
再
開
し
た
。
し
か
し
、
物
資
の
不
足
、
食
糧
難
は
相
変
ら
ず
つ
づ
き
、

学
部
が
機
関
誌
を
発
行
す
る
が
ご
と
き
こ
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
雰

囲
気
で
あ
つ
た
。

　
世
情
も
よ
う
や
く
落
ち
つ
き
を
取
り
戻
し
か
け
た
昭
和
二
十
二
年
一

月
、
法
学
部
教
授
会
は
『
法
学
研
究
」
復
活
の
件
を
採
り
あ
げ
、
今
泉
孝

太
郎
、
伊
藤
政
寛
、
峯
村
光
郎
の
三
先
生
を
そ
の
委
員
に
選
出
し
た
。
そ

の
頃
は
ま
だ
用
紙
の
確
保
が
非
常
に
困
難
で
あ
つ
た
の
で
、
大
き
な
印
刷

会
社
に
依
託
し
な
け
れ
ば
、
雑
誌
の
出
版
は
到
底
不
可
能
で
あ
つ
た
。
そ

れ
が
た
め
、
委
員
の
先
生
方
は
、
三
田
豊
岡
町
に
あ
つ
た
図
書
印
刷
株
式
会

社
と
接
渉
を
は
じ
め
ら
れ
た
。
同
社
の
文
化
部
長
望
月
健
夫
氏
（
戦
前
、
旧

割
水
戸
高
校
教
授
）
が
交
渉
の
相
手
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
占
領
下
で
あ
つ
た

こ
と
と
て
、
雑
誌
の
発
行
は
ア
メ
リ
カ
進
駐
軍
民
政
局
の
許
可
も
必
要
で

あ
つ
た
。
こ
の
許
可
を
う
け
る
た
め
、
望
月
氏
と
共
に
進
駐
軍
当
局
へ
出

頭
さ
れ
た
伊
藤
先
生
は
、
実
際
上
の
編
集
責
任
者
と
み
な
さ
れ
、
指
紋
の

採
取
ま
で
受
け
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
同
年
六
月
二
十
日
の
教
授
会
で
、
今
泉
先
生
は
「
復
刊
手
続
ハ
極
メ
テ

簡
単
ナ
ル
5
『
用
紙
割
当
上
！
不
便
ア
ル
モ
」
『
前
途
見
込
ア
ル
旨
』
の

報
告
を
行
つ
て
お
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
頃
、
委
員
の
先
生
方
の
非
常
な
努

力
に
よ
り
復
刊
準
備
は
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
雑

誌
復
刊
の
財
政
上
の
問
題
は
、
戦
前
か
ら
の
蓄
積
に
よ
り
全
く
心
配
は
な

か
つ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
同
年
十
月
、
復
刊
第
一
号
が
出
版
さ
れ
た
。
印
刷
は
図
書
印
刷

株
式
会
社
、
配
給
元
は
織
本
出
版
配
給
株
式
会
社
で
、
定
価
十
五
円
で
あ

つ
た
。
戦
前
は
季
刊
で
あ
つ
た
が
、
こ
ん
ど
は
月
刊
を
予
定
し
た
の
で
あ

る
。
復
刊
の
機
会
に
、
雑
誌
の
面
目
を
一
新
す
る
た
め
、
「
法
学
研
究
』
の

表
紙
の
題
字
は
、
法
学
部
の
最
長
老
で
名
誉
教
授
の
西
本
辰
之
助
先
生
が

執
筆
さ
れ
た
（
口
絵
参
照
）
。
ザ
ラ
紙
に
印
刷
さ
れ
た
わ
ず
か
五
二
頁
の
雑

誌
で
あ
つ
た
が
、
他
大
学
法
学
部
機
関
誌
が
、
ほ
と
ん
ど
ま
だ
休
刊
状
態

で
あ
つ
た
と
き
、
率
先
し
て
月
刊
の
機
関
誌
出
版
を
断
行
さ
れ
た
委
員
の

先
生
方
の
御
苦
労
の
程
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
戦
前
の
よ
う
に
、
学
部
の
全
塾
生
か
ら
会
費
と
し
て
雑
誌
代
を
徴
収
す

る
こ
と
は
、
当
時
の
事
情
か
ら
み
て
困
難
で
あ
つ
た
。
そ
れ
が
た
め
、
三
田

通
り
の
金
文
堂
に
委
託
し
、
希
望
の
塾
生
か
ら
は
予
約
金
（
士
再
）
を
徴

収
し
て
販
売
し
た
。
印
刷
部
数
は
五
〇
〇
部
位
で
あ
つ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
同
年
十
月
二
十
三
日
の
教
授
会
で
、
前
原
、
島
田
、
宮
崎
澄
夫
、
英
修

道
、
伊
藤
、
峯
村
の
諸
先
生
が
編
集
委
員
に
選
任
さ
れ
、
雑
誌
発
行
の
体

制
が
整
備
さ
れ
た
。
委
員
長
は
前
原
先
生
、
会
計
委
員
は
伊
藤
先
生
で
あ

る
。
し
か
し
発
行
名
義
人
は
復
刊
第
一
号
以
来
、
当
時
の
学
部
長
の
小
池

先
生
で
、
そ
れ
は
そ
の
後
も
そ
の
ま
ま
当
分
継
続
さ
れ
た
。

　
復
刊
第
一
号
は
、
巻
数
が
な
か
づ
た
が
、
第
二
号
か
ら
は
、
戦
蔚
の
巻

数
を
引
き
つ
ぎ
第
二
十
巻
二
号
と
さ
れ
た
。
ま
た
表
紙
の
題
字
も
、
戦
前

の
も
の
に
復
し
た
。
西
本
先
生
執
筆
の
も
の
は
、
第
一
号
限
り
で
終
っ
た
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門
法
学
研
究
』
匠
十
巻
の
歩
み

リロ

…
　
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
前
原
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
つ
て

憎
　
お
ら
れ
る
（
前
掲
・
三
十
年
の
回
顧
）
。

け
㎜
　
　
　
　
『
法
学
研
究
』
と
い
う
題
字
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
元
の
『
法
学
研

　
　
　
究
』
と
い
う
題
字
を
印
刷
所
で
写
真
版
で
復
製
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

　
　
　
の
こ
と
で
、
復
刊
の
時
は
旧
巻
数
を
追
わ
ず
発
行
せ
ら
れ
た
が
、
旧
巻

　　臼　　一　　騨　一　〇　■
■簡の
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数
を
追
つ
て
発
行
す
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
に
決
し
た
の
で
、
題
字
も

　
元
に
復
す
る
こ
と
に
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
御
執
筆
を
い
た
だ
い
た
西
本
先

　
生
に
は
誠
に
申
訳
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
復
刊
第
二
号
を
第
二
十
巻
第

　
二
号
と
し
て
、
題
字
も
元
に
復
し
た
。
こ
の
点
は
、
わ
れ
わ
れ
編
集
の
任

　
に
当
る
も
の
が
、
西
本
先
生
に
深
く
お
詫
び
す
る
次
第
で
あ
る
。
西
本

　
先
生
執
筆
の
文
字
は
あ
ま
り
に
も
優
雅
で
あ
り
、
弱
弱
し
い
印
象
を
与

　
え
る
と
い
う
こ
と
か
ら
の
旧
題
字
復
活
論
も
あ
つ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
ち
よ
う
ど
そ
の
頃
、
慶
懸
義
塾
で
は
通
信
教
育
の
実
施
が
決
定
し
、
二

十
二
年
十
一
月
、
そ
の
支
援
機
関
と
し
て
慶
慮
通
信
教
育
図
書
株
式
会
社

（
現
在
の
慶
鷹
通
信
塗
A
会
社
）
が
、
義
塾
、
図
書
印
刷
、
中
井
商
店
（
紙
商
・

現
在
は
圓
本
紙
パ
ル
プ
商
事
携
式
会
社
）
の
共
同
出
資
で
設
立
さ
れ
た
。
「
法
学

研
究
』
の
復
刊
に
当
り
．
便
宜
を
う
け
た
図
書
印
刷
の
望
月
氏
は
同
社
に

転
属
、
調
査
部
長
に
就
任
さ
れ
た
。
ま
た
翌
二
十
三
年
四
月
、
中
村
恵
氏

が
同
社
の
編
集
課
長
に
来
任
さ
れ
た
。
中
村
馬
は
法
学
部
の
出
身
（
峯
村

先
生
と
同
級
）
、
戦
前
、
中
央
公
論
社
、
華
北
交
通
な
ど
で
雑
誌
の
編
集
に

従
事
さ
れ
、
そ
の
道
の
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
つ
た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
『
法
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学
研
究
』
の
編
集
、
販
売
な
ど
を
同
社
に
委
せ
る
気
運
が
生
れ
た
。
そ
し

て
二
十
三
年
七
月
か
ら
購
読
申
込
事
務
、
翌
八
月
か
ら
発
売
に
関
す
る
一

切
の
事
務
と
編
集
雑
務
を
同
社
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
二
十
三
年
中
は
順
調
に
十
二
冊
が
出
版
さ
れ
た
が
、
翌
二
十
四
年
に
至

り
、
発
行
が
き
わ
め
て
困
難
に
な
つ
た
。
そ
れ
は
同
年
四
月
か
ら
開
校
さ

れ
た
新
制
大
学
の
雑
務
に
、
法
学
部
ス
タ
ッ
フ
一
同
が
多
忙
を
き
わ
め

た
た
め
、
原
稿
の
集
ま
り
が
極
端
に
悪
く
な
つ
た
た
め
で
あ
つ
た
。
そ

れ
が
た
め
同
年
六
、
七
合
併
号
を
最
後
に
、
休
刊
の
止
む
な
き
に
至
つ

た
。

　
こ
の
と
ぎ
、
月
刊
の
方
針
を
取
り
や
め
、
戦
前
の
季
刊
に
戻
す
意
見
も

部
内
に
は
あ
つ
た
が
、
十
｝
月
二
十
五
日
の
教
授
会
で
、
法
学
部
教
員
各

自
が
一
層
努
力
し
て
、
月
刊
を
継
続
す
る
旨
の
申
合
せ
が
行
わ
れ
た
。

　
か
く
し
て
、
二
十
五
年
三
月
、
ふ
た
た
び
再
刊
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ

の
号
は
一
二
丁
三
の
合
併
号
（
第
二
十
三
巻
）
で
、
そ
の
内
容
は
、
論
文

と
し
て
塾
外
の
外
務
省
事
務
官
芳
賀
四
郎
氏
の
持
込
原
稿
一
篇
だ
け
を
掲

載
す
る
と
い
う
窪
に
不
体
裁
の
も
の
で
あ
つ
た
。
第
四
号
か
ら
は
、
専
任

者
の
執
筆
で
何
と
か
発
行
が
継
続
さ
れ
た
が
、
そ
の
頃
、
『
法
学
研
究
い
の

出
版
に
は
ま
た
あ
た
ら
し
い
難
問
が
生
れ
つ
つ
あ
つ
た
。
そ
れ
は
財
政
難

で
あ
る
。
復
刊
当
初
は
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
戦
前
か
ら
の
持
越
し
金

で
十
分
可
能
で
あ
つ
た
が
、
イ
γ
フ
レ
の
増
進
に
伴
い
、
資
金
源
は
底
を

つ
い
た
。
し
か
も
雑
誌
の
性
質
上
、
購
読
者
を
多
く
猛
得
す
る
こ
と
は
全
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く
希
む
べ
く
も
な
か
つ
た
。
『
法
学
蘇
究
』
の
売
れ
残
つ
た
も
の
を
、
少
数

の
保
存
分
を
の
ぞ
き
、
リ
ン
ゴ
に
か
け
る
袋
用
に
売
り
払
つ
た
の
は
、
こ

の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
二
十
五
年
一
月
十
三
日
の
教
授
会
で
、
在
学
生
全
員
か

ら
会
費
を
徴
収
す
る
件
が
発
議
さ
れ
、
大
方
の
了
承
が
え
ら
れ
た
。
こ
の

学
部
全
員
購
読
の
準
備
と
し
て
、
同
年
三
月
、
法
学
研
究
会
の
会
則
が
あ

ら
た
に
整
頓
さ
れ
た
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
慶
憾
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
規
則

　
第
一
条
　
本
会
は
慶
態
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
と
称
す
。

　
第
二
条
本
会
は
法
律
学
、
政
治
学
そ
の
他
こ
れ
に
関
連
す
る
学
術
の

　
　
研
究
を
目
的
と
す
る
。

　
第
三
条
　
本
会
は
次
の
会
員
で
縄
織
す
る
。

　
　
一
、
慶
懸
義
塾
大
学
法
学
部
に
所
属
す
る
敦
授
、
助
教
授
、
専
任
講

　
　
　
働
、
助
手
及
び
副
手
〇

　
　
二
、
法
学
部
関
係
科
目
を
専
攻
す
る
大
学
院
学
生
。

　
　
三
、
法
学
部
学
生
（
及
び
通
信
教
育
法
学
部
学
生
中
の
希
望
者
）
。

　
　
四
、
評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
入
会
し
た
者
。

　
第
四
条
本
会
に
左
の
役
員
を
置
く
。

　
　
一
、
会
長
　
　
　
　
　
一
名

　
　
二
、
評
議
員
　
　
　
　
若
干
名

　
　
三
、
評
議
員
会
幹
事
一
名

　
四
、
雑
誌
委
員
　
　
　
若
干
名

　
五
、
会
計
委
員
（
雑
誌
委
員
の
榊
人
が
兼
任
す
る
）

　
　
会
長
は
慶
懸
義
塾
大
学
法
学
部
長
こ
れ
に
当
り
、
評
議
員
は
慶
感

　
　
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
、
助
教
授
、
尊
任
講
廓
を
も
つ
て
組
織
す

　
　
る
。

　
　
　
評
議
員
会
幹
事
、
雑
誌
委
員
、
及
び
会
計
委
員
は
評
議
員
会
で

　
　
選
任
す
る
。

第
五
条
本
会
は
左
の
事
業
を
行
う
。

　
　
一
、
雑
誌
「
法
学
研
究
』
の
発
行
。

　
　
二
、
硯
究
会
、
講
演
会
そ
の
他
評
議
員
会
で
本
会
の
目
的
を
達
す
る

　
　
　
た
め
必
要
と
認
め
た
事
業
。

第
六
条
　
会
貞
は
評
議
員
会
で
定
め
た
会
費
を
納
め
る
。

　
こ
の
会
則
の
条
文
の
中
に
は
、
そ
の
後
の
状
勢
の
変
化
で
実
質
的
意
味

　
二
十
五
年
四
月
、
私
は
編
集
委
員
の
末
席
に
追
加
さ
れ
、
会
計
事
務
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
義
塾
登
戸
分
教

を
失
つ
た
も
の
も
あ
る
が
、
改
正
さ
れ
ざ
る
ま
ま
、
現
在
に
及
ん
で
い
る
。

伊
藤
先
生
か
ら
引
き
つ
い
で
担
当
し
た
。
そ
の
頃
、

場
内
に
住
ん
で
い
た
。
前
原
先
生
の
お
宅
も
同
校
内
に
あ
つ
た
こ
と
と
て
、

そ
の
前
か
ら
私
は
し
ば
し
ば
先
生
の
お
使
い
と
し
て
、
原
稿
を
慶
慮
通
信

へ
と
ど
け
る
よ
う
な
仕
事
は
し
て
い
た
が
、
正
式
の
委
員
に
な
つ
た
の
は

こ
の
と
き
か
ら
で
あ
る
。

　
同
年
四
月
以
降
、
法
学
会
、
政
治
学
会
の
塾
生
委
員
と
、
会
費
徴
収
の

『
法
学
研
究
』
遅
十
巻
の
歩
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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『
法
学
研
究
』
宏
十
巻
の
歩
み

｝
　
件
で
し
ば
し
ば
接
渉
が
行
わ
れ
た
。
当
初
、
編
集
委
員
会
の
意
向
と
し
て

…
　
は
、
二
十
六
年
四
月
の
新
入
一
年
生
か
ら
全
員
徴
収
、
在
学
生
に
就
い
て
は

…
　
希
望
徴
収
の
方
針
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
、
二
十
五
年
秋
に
至
り
、
ま
ず
法
学

…
　
会
の
委
員
か
ら
在
学
生
全
員
か
ら
の
強
制
徴
収
の
議
が
も
ち
出
さ
れ
、
っ

…
　
づ
い
て
政
治
学
会
委
員
も
、
そ
れ
に
同
調
、
か
え
つ
て
編
集
委
員
側
が
驚

…
　
く
と
い
う
一
幕
も
あ
つ
た
。
そ
し
て
、
取
り
あ
え
ず
、
同
年
十
一
月
号
か
ら

…
　
翌
年
三
月
号
ま
で
の
分
と
し
て
、
全
塾
生
か
ら
二
五
〇
円
を
徴
収
し
た
。

…
　
か
く
し
て
二
十
六
年
四
月
、
新
入
生
在
学
生
全
員
か
ら
一
年
分
の
会
費
徴

…
　
収
が
実
現
し
た
。
会
費
は
年
間
六
百
円
で
あ
つ
た
。
そ
れ
ま
で
慶
慮
通
信

一
　
に
借
財
を
重
ね
て
い
た
赤
字
の
補
填
も
行
わ
れ
、
財
政
難
は
一
挙
に
解
決

㎜
　
し
た
。
「
法
学
研
究
』
の
印
刷
部
数
は
五
〇
〇
部
か
ら
三
五
〇
〇
部
に
増

…
　
加
し
た
。

…
　
　
こ
れ
よ
り
先
、
二
十
五
年
九
月
号
（
第
二
士
唖
悪
九
号
）
か
ら
、
表
紙
の

…
　
題
字
の
下
に
『
法
律
、
政
治
、
社
会
』
の
文
字
を
加
え
、
さ
ら
に
二
十
六

…
　
年
一
月
号
（
第
二
十
四
巻
一
号
）
か
ら
、
表
紙
の
「
法
学
研
究
」
の
題
字
を

…
　
右
書
き
か
ら
左
書
き
に
改
め
た
。

…
　
　
ま
た
、
こ
の
二
十
六
年
四
月
、
あ
ら
た
に
助
教
授
か
ら
も
編
集
委
員
を

…
　
選
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
中
村
菊
男
、
石
川
忠
雄
、
伊
東
乾
、
田
中
実
の

｝
　
四
君
が
新
任
さ
れ
た
。

…
　
　
二
十
八
年
二
月
、
第
一
研
究
室
内
に
、
物
置
兼
用
の
編
集
委
員
会
室
を

一
　
設
け
た
。
『
法
学
研
究
』
用
の
部
屋
が
塾
内
に
設
け
ら
れ
た
の
は
、
こ
れ
が
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最
初
で
あ
る
。

　
三
十
年
十
月
、
前
原
先
生
の
学
部
長
就
任
に
伴
い
、
翌
三
十
一
年
五
月

編
集
委
員
長
に
は
あ
ら
た
に
英
先
生
が
就
任
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
一
部
委

員
が
交
替
し
た
が
、
当
時
の
委
員
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
藤
原
守
胤
先
生
、
中
村
菊
男
君
、
生
田
正
輝
君
、
石
井
良
博
君
、
伊
東

　
乾
君
、
田
中
実
君
、
高
鳥
正
夫
君
、
手
塚

　
会
計
委
員
は
高
鳥
君
で
、
私
は
会
計
事
務
を
同
君
に
引
き
つ
い
だ
。
二

十
五
年
四
月
、
私
が
委
員
に
な
つ
た
と
き
は
、
会
計
事
務
の
担
当
で
あ
つ

た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
庶
務
、
編
集
の
事
務
的
責
任
者
の
よ
う
な
形
に
な

り
、
こ
れ
は
三
十
一
年
以
降
も
そ
の
ま
ま
つ
づ
い
た
。

　
翌
三
十
二
年
四
月
、
委
員
の
一
部
交
替
あ
り
、
英
委
員
長
は
留
任
、
当

時
の
委
員
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
私
は
海
外
留
学
の
た
め
退
任
し
た
。

　
藤
原
先
生
、
島
谷
英
郎
先
生
、
峯
村
先
生
、
田
中
実
君
、
高
鳥
君
、
内

　
山
正
熊
君
、
生
田
君
、
石
井
君
、
須
藤
次
郎
君

　
会
計
委
員
は
高
鳥
君
、
編
集
、
庶
務
委
員
は
生
田
君
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
編
集
委
員
会
で
三
十
三
年
十
一
月
に
編
集
し
た
『
慶
慮
義
塾
創
立

百
年
記
念
論
文
集
一
三
賜
（
約
一
五
〇
〇
頁
）
の
出
版
ば
、
学
部
創
立
以
来

の
大
事
業
で
あ
つ
た
。
な
お
、
こ
れ
よ
り
先
、
三
十
一
年
十
二
月
よ
り
、

日
吉
関
係
ス
タ
ッ
フ
の
研
究
発
表
誌
と
し
て
『
教
養
論
叢
』
が
不
定
期
で

出
版
さ
れ
て
い
た
の
で
、
日
吉
関
係
の
教
員
も
編
集
委
員
会
に
入
つ
て
お

り
、
前
掲
百
年
論
文
集
（
教
養
編
）
の
編
集
に
腺
、
河
口
真
一
、
二
宮
孝
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顕
、
水
野
忠
款
の
三
先
生
が
委
員
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
た
．

　
三
十
四
年
一
月
、
委
員
長
は
英
先
生
か
ら
小
池
先
生
に
交
代
、
私
が
ま

た
委
員
に
再
任
、
編
集
、
庶
務
の
仕
事
を
生
田
君
か
ら
ふ
た
た
び
引
ぎ
っ

い
だ
。

　
三
十
六
年
十
二
月
、
委
員
長
は
小
池
先
生
か
ら
前
原
先
生
に
か
わ
り
、

四
十
年
五
月
、
藤
原
先
生
へ
と
か
わ
つ
た
。
そ
の
間
、
会
計
委
員
は
高
鳥

君
（
三
十
三
年
十
二
月
か
ら
三
十
四
年
四
月
ま
で
、
高
鳥
君
病
気
の
た
め
臨
時
に
生

田
書
）
か
ら
伊
藤
先
生
（
三
十
四
年
五
月
ー
四
十
年
三
月
）
へ
変
つ
た
が
、
庶

務
、
編
集
委
員
は
引
ぎ
つ
づ
き
私
が
担
当
し
た
。
雑
誌
の
発
行
名
義
人

は
、
前
に
も
述
べ
た
ご
と
く
復
刊
以
来
、
小
池
先
生
で
あ
つ
た
が
、
四
十

一
年
一
月
号
（
第
三
十
九
巻
一
号
）
か
ら
委
員
長
の
藤
原
先
生
に
変
更
、
そ

の
後
は
委
員
長
の
交
代
毎
に
そ
の
名
前
を
変
更
し
て
い
る
。

　
四
十
年
八
月
以
降
の
委
員
名
は
、
「
法
学
研
究
』
の
裏
表
紙
の
裏
に
毎
号

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
編
集
委
員
長

は
藤
原
先
生
か
ら
峯
村
先
生
（
四
十
五
年
一
月
－
四
＋
六
年
十
二
月
）
、
そ
れ

か
ら
手
塚
（
四
＋
七
年
一
月
ー
匠
＋
一
年
＋
二
月
）
へ
と
変
り
、
現
在
の
生
田

看
へ
と
及
ん
で
い
る
。

　
庶
務
、
編
集
委
員
は
、
私
か
ら
内
山
正
熊
看
（
四
士
犀
四
月
－
四
＋
四

年
三
月
）
、
平
良
君
（
四
十
四
年
四
月
ー
四
十
七
年
三
月
）
、
太
田
俊
太
郎
霜
（
四

十
七
年
四
月
－
四
十
九
年
三
月
）
、
中
村
涜
君
（
四
十
九
年
四
月
ー
五
＋
年
三
月
）
、

田
ロ
精
一
霜
（
五
十
年
四
月
ー
五
十
二
年
三
月
）
と
な
り
、
現
在
の
松
本
三

『
法
学
研
究
』
五
十
巻
の
歩
み

郎
看
に
及
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
ま
た
、
会
計
委
員
は
傍
藤
先
生
か
ら
田
日
君
（
四
十
年
四
月
ー
四
十
一
年
　
　
…

三
月
）
、
林
脇
ト
シ
子
君
（
四
＋
一
年
四
月
ー
四
士
二
年
三
月
）
、
平
良
君
（
四
　
　
…

十
三
年
四
月
ー
四
十
七
年
三
月
）
．
林
脇
君
（
四
十
七
年
四
月
ー
四
十
八
年
三
月
）
、
　
…

小
田
英
郎
君
（
四
十
八
年
四
月
ー
四
＋
九
年
九
月
）
、
池
井
優
君
（
四
十
九
年
十
　
　
…

月
ー
五
＋
二
年
三
月
）
へ
と
変
り
、
現
在
の
米
津
昭
子
君
に
及
ん
で
い
る
。
　
　
…

　
研
究
会
の
会
費
は
、
物
価
の
変
動
に
伴
い
、
い
く
た
び
か
変
つ
た
。
三
　
　
…

十
二
年
度
か
ら
は
八
○
○
円
、
三
十
三
年
度
か
ら
は
八
O
O
円
と
新
入
生
　
　
…

入
会
費
五
〇
〇
円
、
三
十
八
年
度
は
一
二
〇
〇
円
（
他
学
部
の
雑
誌
代
と
同
　
　
…

額
に
し
た
）
、
三
十
九
年
度
は
ニ
ハ
○
○
円
、
四
十
年
度
か
ら
は
二
〇
〇
〇
　
　
…

円
、
五
十
年
度
か
ら
は
五
〇
〇
〇
円
と
改
定
、
現
在
に
及
ん
で
い
る
。
値
　
　
｝

上
げ
の
場
合
、
常
に
新
入
生
か
ら
適
用
し
、
在
学
生
に
つ
い
て
は
、
入
学
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

時
の
会
費
に
据
え
お
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
戦
前
の
『
法
学
研
究
』
で
は
、
格
別
、
特
集
号
は
編
集
さ
れ
て
い
な
　
　
…

い
。
し
か
し
戦
後
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
特
集
号
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
　
　
一

れ
は
次
の
ご
と
く
合
計
二
十
四
冊
に
達
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
林
毅
陸
先
生
追
悼
記
念
号
　
　
二
十
四
巻
九
・
十
合
併
号
（
二
＋
四
年
）
　
　
…

法
学
研
塞
刊
三
＋
周
籠
套
二
＋
嚢
±
．
注
薪
弼
）
｝

　
ラ
毒
ト
ブ
ル
フ
刑
法
草
案
特
集
号
　
　
　
二
十
八
巻
八
号
（
三
十
年
）
　
　
…

　
板
倉
卓
造
、
西
本
辰
之
助
先
生
謝
恩
記
念
論
文
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
九
巻
丁
二
・
三
合
併
号
（
藁
＋
一
年
）
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
五
　
　
（
一
八
五
九
）
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『
法
掌
研
究
』
五
十
巻
の
歩
み

及
川
恒
忠
先
生
追
悼
論
文
集
　
　
　
　
三
十
三
巻
二
号
（
三
十
五
年
）

法
律
学
科
開
設
七
十
周
年
記
念
論
文
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
三
巻
十
二
号
（
同
　
右
）

死
刑
を
め
ぐ
る
諸
問
題
特
集
号
　
　
　
三
十
七
巻
一
号
（
三
十
九
年
）

労
働
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
特
集
号
　
　
三
十
七
巻
八
号
（
同
　
右
）

板
倉
卓
造
先
生
迫
悼
論
文
集
　
　
　
　
三
十
七
巻
十
二
号
（
同
　
　
右
）

神
戸
寅
次
郎
先
生
生
誕
百
年
記
念
論
文
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
八
巻
一
号
（
四
十
年
）

刑
事
法
学
の
当
面
す
る
諸
問
題
特
集
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
八
巻
八
号
（
同
　
　
右
）

西
本
辰
之
助
先
生
八
十
歳
祝
賀
論
文
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
八
巻
十
二
号
（
同
　
右
）

社
会
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
特
集
号
　
　
三
十
九
巻
十
二
号
（
四
十
一
年
）

政
治
学
科
開
設
七
十
周
年
記
念
論
文
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
一
巻
五
号
（
四
十
三
年
）

小
池
、
今
泉
教
授
退
職
記
念
論
文
集
四
十
二
巻
三
号
（
四
＋
四
年
）

英
、
藤
原
教
授
退
職
記
念
論
文
集
　
　
四
十
三
巻
一
号
（
四
＋
五
年
）

永
沢
、
前
原
、
島
谷
教
授
退
職
記
念
論
文
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
三
巻
三
号
（
同
　
右
）

潮
田
江
次
先
生
追
悼
論
文
集
　
　
　
　
四
十
三
巻
十
号
（
同
　
　
右
）

津
田
、
宮
崎
、
伊
藤
教
授
退
職
記
念
論
文
集

峯
村
光
郎
教
授
退
職
記
念
論
文
集

米
山
桂
三
教
授
退
職
記
念
論
文
集

峯
岸
治
三
教
授
没
後
三
十
年
記
念
号

青
柳
文
雄
教
授
退
職
記
念
論
文
集

手
塚
豊
教
授
退
職
記
念
論
文
集

三
九
六
　
　
（
一
八
六
Q
）

四
十
四
巻
三
号
（
四
十
六
年
）

四
十
五
巻
二
号
（
四
十
七
隼
）

四
十
五
巻
三
号
（
同
　
右
）

四
十
五
巻
十
二
号
（
同
　
右
）

四
十
九
巻
一
号
（
冠
十
一
年
）

五
十
巻
一
号
（
五
十
二
年
）

本
号
も
ま
た
五
十
巻
記
念
論
文
集
で
あ
る
。
他
大
学
の
機
関
誌
の
場
合

と
比
較
し
、
特
集
号
の
多
い
こ
と
は
『
法
学
研
究
一
の
一
つ
の
特
徴
で
あ

る
。

戦
前
並
び
に
戦
後
も
、
時
と
し
て
合
併
号
を
出
版
し
た
が
、
三
十
四
年

の
三
十
二
巻
二
・
三
合
併
号
を
最
後
と
し
て
、
そ
れ
以
後
は
合
併
号
は
出

版
さ
れ
て
い
な
い
．
特
集
号
と
し
て
相
当
の
大
冊
を
塵
す
場
合
で
も
合
併

号
と
せ
ず
、
一
年
間
十
二
偲
出
版
の
原
則
を
守
つ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

他
大
学
機
関
誌
に
は
余
り
例
の
な
い
こ
と
で
あ
つ
て
、
『
法
学
研
究
」
の
誇

り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
『
法
学
研
究
」
五
十
巻
の
歩
み
は
、
以
上
に
概
観
し
た
通
り
で
あ
る
。

創
刊
以
来
、
四
一
二
冊
に
達
し
た
「
法
学
研
究
』
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

研
究
業
績
の
数
々
は
、
法
学
部
ス
タ
ッ
フ
の
学
間
的
努
力
の
結
晶
で
あ

り
、
わ
が
国
の
法
律
学
、
政
治
学
、
社
会
学
の
研
究
分
野
に
、
わ
が
法
学

部
が
残
し
た
大
き
な
足
跡
で
あ
る
。

　
凡
そ
、
学
部
の
機
関
誌
は
、
そ
の
学
部
の
栄
桔
盛
衰
の
象
徴
で
あ
る
。

隔齢幅
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ぼ　

｝
　
　
『
法
学
研
究
』
が
、
そ
の
第
互
十
巻
到
達
を
転
機
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

…
　
先
、
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
、
わ
が
法
学
部
の
学
界
に
お
け
る
地
位
が
ま
す

…
　
ま
す
高
揚
す
る
こ
と
を
、
私
は
期
待
し
且
つ
確
信
し
て
い
る
。
し
か
し
、

…
　
そ
の
こ
と
は
学
部
ス
タ
ッ
フ
全
員
の
支
援
な
く
し
て
は
達
成
で
き
な
い
。

皿
　
い
か
に
編
集
委
員
が
努
力
を
重
ね
て
も
、
執
筆
陣
の
協
力
な
く
し
て
は
、

…
　
雑
誌
の
発
展
は
到
底
希
む
べ
く
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
私
が
法
学
部
在
職

…
　
中
に
前
後
合
せ
て
二
十
年
間
、
編
集
事
務
に
従
事
し
た
経
験
に
鍛
す
る
と
、

…
　
法
学
部
内
に
は
、
「
法
学
研
究
』
へ
の
執
筆
に
、
は
な
は
だ
消
極
的
な
方

…
　
が
き
わ
め
て
少
数
で
は
あ
る
が
、
若
干
お
ら
れ
る
。
私
は
そ
う
し
た
人
達

…
　
に
と
く
に
い
い
た
い
。
学
部
の
機
関
誌
に
執
筆
、
協
力
す
る
こ
と
は
、
学

　　　　　　　一　　　　　　　噂　　　　　　曹　　　　　　ー　　　　　　口　　　　　■　　　　　驚　　　　　．　　　　馳　　　　・　　　　・　　　●　　　“　　■　　噂　　●　噌　甲　■■■“

部
構
成
員
と
し
て
当
然
の
権
利
で
あ
り
、
義
務
で
あ
る
。
そ
の
執
筆
か
ら

遠
ざ
か
る
こ
と
は
、
学
部
に
対
す
る
重
大
な
義
務
違
反
で
あ
り
、
且
つ
ま

た
法
学
部
に
お
け
る
自
己
の
実
質
的
『
地
位
』
を
自
か
ら
放
棄
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
、
心
に
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
と
。

　
い
。
な
お
、
法
学
研
究
会
保
存
記
録
そ
の
飽
の
調
査
に
御
援
助
を
賜

　
っ
た
高
鳥
君
、
林
脇
看
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
月
十
日
）

追
　
記
　
本
稿
脱
稿
後
、
十
一
月
か
ら
編
集
委
員
長
は
、
生
田
君
か
ら

　
伊
束
乾
君
へ
と
変
つ
た
。

碍
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後
　
記
　
本
稿
起
草
に
際
し
、
戦
前
お
よ
び
戦
争
直
後
の
事
情
に
つ
い
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ぼ

　
　
　
　
て
は
、
前
原
先
生
、
津
田
先
生
、
今
泉
先
生
、
宮
崎
先
生
、
伊
藤
先
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
　
　
生
、
峯
村
先
生
並
び
に
慶
懸
通
信
取
締
役
道
祖
土
広
一
氏
か
ら
貴
重
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
な
談
話
を
拝
聴
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
御
礼
を
申
上
げ
る
．
ま
た
口
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絵
写
真
の
内
、
理
事
会
記
録
は
、
塾
監
局
長
（
現
在
・
塾
長
蜜
長
）
鎌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
田
義
郎
氏
か
ら
提
供
を
う
け
た
も
の
で
あ
り
、
厚
く
御
礼
申
上
げ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
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『
法
学
研
究
』
置
十
巻
の
歩
み
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（
一
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六
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